
看護学実習の重視－１年次から系統的に実習します

高度な看護実践能力の育成に欠かせないのが看護学実習（臨地実習）です。臨床は看護の現象を学ぶ場として重要であり、実習は学習方法として不可欠です。１年次から系統的に看護学実習を行い看護の知と技と態度を修得します。そのため、本学では病院や施設、地域など強い連携に基づいた教育体制を築いています。主な実習施設となる医学部附属病院とは廊下伝いに移動できるという利便性も特色で、教室での学習と実習による経験を相互に統合できる環境にあります。学生は恵まれた環境の中で臨床指導を受け、看護実践能力を着実に身につけていくことができます。
